























     

































 山本博士は水沢の臨時緯度観測所に勤務中の 1915（大正 4）年に 2 回に亘って、岩手県 




投合されたことと思われる。同年 12 月 2 日には「帰れば、気仙郡より佐々木哲夫氏来訪、 
待ち居られる。因って、天文上の話しをなす」とある。この年の佐々木氏との出会いは運 
命的なものであったが、これで話は終わらない。 
 「夕方、メトカーフ 1919ｃ彗星を撮影す。夜は遊星案内を脱稿す。今夜、佐々木君は山 
羊座に彗星状の一天体を見たといふ」。1919（大正 8）年 10 月 25 日の山本日記の一部には、 
このように記されている。続いて、「夕方、メトカーフを撮影して、のち帰宅。しかるに十 
時頃、佐々木君突然として来訪。昨夜以来の星雲状が動いたという」（10 月 26 日）。「佐々 
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木君と百済君と三人で談合。昨夜の佐々木君観望談をきき、彗星たる事、略々明らかにな 







けていた。病のため 1921（大正 10）年 2 月に夭折したのである。突然の死を知らせる電報 
































 その後、「天文同好会」は順調に発展し、1932（昭和 7）年の時点で北は札幌から南は鹿 
児島まで 30 都市に、大陸には奉天、大連、上海、朝鮮（京城）、台湾（台北）の 5 都市に、 
さらには遠く太平洋の彼方、北米（カリフォルニア）と南米（ブラジル）にも支部が設け 
られた。延べ 37 支部を抱え、「天文同好会」は大いなる発展を遂げた。このあと、この翌 
1933（昭和８）年に「東亜天文協会」と改名した。「東亜」の名が冠せられたのは、当時の 







    
  「天文同好会」と「東亜天文協会」連名の天界（1932 年）   天文学雑誌（1944 年） 
 
結び  
 今後は山本博士がアマチュア天文家と交わした手紙や関係資料等を調査し、博士がアマ 
チュア天文家の育成に大きな力を注がれた背景をさらに探っていきたい。 
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